	GE社の財務分析をして
　　GEの順調に増加してきた売上高、当期利益も2008年から陰がさしてきた。右の数字はGEキャピタルの数字以外のGEグループの数字です。2008年はリーマンショックのあった年です。

2010年4月17日の日経7面は「GE 1～3月純利益31%減」と報道しています。GEキャピタルが足を引っ張っているようで、早い整理が待たれます。

　　損益資金は資金会計の用語で内部留保のことです。実質損益資金は損益資金から売掛債権と買掛債務の差である、所謂、サイト差額（赤字となることが多い）を加え、更に棚卸資産（赤字）を加えた額で、社内で創出された資金です。2期の実質損益資金の差額、⊿実質損益資金がCash利益であり、⊿実質損益資金を増やすことが、CFOの使命ということができるでしょう。

　　⊿実質損益資金（Cash利益）

　　＝⊿損益資金＋⊿売上仕入資金＋⊿棚卸資産

⊿実質損益資金は上式により算出される。

そして、売上仕入資金とは買掛債務と売掛債権とのサイト差のことです。

　　GEのサイト資金である売上仕入資金の特徴はウエルチ時代の1997年と1998年の2期を除いて黒字であることです。このサイト資金の黒字がGEの資金繰りに余裕を与えています。

　　GEもリーマンショックの2008年は⊿実質損益資金（Cash利益）$－50milという
屈辱から逃れることはできませんでした。

　　次にこの⊿実質損益資金（Cash利益）の行方を追ってみよう。
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($百万)

売上仕入資金 売掛債権

買掛債務

1997

-1,959 6,738 4,779

1998

-873 5,718 4,845

1999

943 4,125 5,068

2000

4,697 1,456 6,153

2001

8,626 -1,946 6,680

2002

3,828 4,267 8,095

2003

2,213 6,540 8,753

2004

417 10,596 11,013

2005

1,268 10,602 11,870

2006

2,883 9,030 11,913

2007

6,401 4,719 11,120

2008

9,693 2,006 11,699

2009

13,512 -3,139 10,373
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($百万) 損益資金

損益資金A

A/当期利益

1997

43,023

1998

48,303 6,170 66%

1999

54,767 7,787 73%

2000

62,024 9,663 76%

2001

69,714 10,470 77%

2002

77,480 2,224 16%

2003

84,707 6,096 41%

2004

94,411 6,874 41%

2005

101,850 7,564 46%

2006

109,752 8,485 41%

2007

120,753 13,032 59%

2008

118,174 -50 0%

2009

121,743 9,069 82%
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当期利益

利益率

1997

54,515 8,203 15%

1998

56,026 9,296 17%

1999

60,944 10,717 18%

2000

69,497 12,735 18%

2001

74,037 13,684 18%

2002

79,049 14,118 18%

2003

78,841 15,002 19%

2004

91,451 16,593 18%

2005

101,335 16,353 16%

2006

112,293 20,829 19%

2007

115,584 22,208 19%

2008

121,753 17,410 14%

2009

106,226 11,025 10%

ウエルチ時代

イメルト時代

